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⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
所
引
⽛
釈
思
禅
師
遠
忌
伝
⽜
に
つ
い
て

中

澤

里

紗

一

は
じ
め
に

⽛
釈
思
禅
師
遠
忌
伝
⽜は
、初
期
の
聖
徳
太
子
伝
で
あ
る⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞

に
引
用
さ
れ
た
諸
書
の
一
つ
（
逸
書
）
で
あ
る
。
ま
ず
は
簡
単
に
⽝
異
本
上
宮

太
子
伝
⽞
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
書
は
黒
川
春
村
が
江
戸
末
期
に
謄
写
し
、
現
在
に
伝
わ
る
聖
徳
太
子
伝

で
あ
る
。
十
世
紀
頃
の
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
⽝
七
代
記
⽞
の
名
で
引
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
詳
細
な
年
次

に
つ
い
て
は
八
世
紀
後
半
の
宝
亀
年
間
頃
と
す
る
説
や
、
九
世
紀
前
半
の
弘
仁

頃
を
降
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
、
未
だ
定
説
を
見
な
い⚑
。
現
存
す
る
謄
写
本

に
は
、
知
恩
院
本
⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
に
み
ら
れ
る
法
隆
寺
僧
千
夏
（
十

一
世
紀
中
頃
、
永
承
頃
の
人
）
と
同
じ
草
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
村
の
参
照

し
た
古
写
本
（
所
在
不
明
）
は
少
な
く
と
も
平
安
中
期
以
前
の
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
春
村
の
謄
写
本
は
二
種
類
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
広
島
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
本
が
⽝
聖
徳
太
子
全
集
⽞
第
三
巻
（
龍
吟
社
、
一
九
四
四
年
）

に
⽛
上
宮
太
子
伝
⽜
の
名
で
、
竹
内
理
三
編
⽝
寧
楽
遺
文
⽞
下
巻
（
東
京
堂
出

版
、
一
九
六
二
年
）
に
⽛
七
代
記
⽜
の
名
で
収
め
ら
れ
る
な
ど
、
早
く
か
ら
知

ら
れ
て
き
た⚒
。
も
う
一
本
は
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る⚓
。
い
ず
れ
も
首
部
が
失
わ
れ
て
お
り
、
本
来
の
書
名
は
不
明
だ
が
、
飯
田

瑞
穂
氏
は
⽝
聖
徳
太
子
伝
の
研
究
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
中
で
、

こ
の
書
を
⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
と
呼
称
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
準
ず

る
。⽝

異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
は
、⽝
日
本
書
紀
⽞
等
の
聖
徳
太
子
関
連
記
事
に
類
す

る
内
容⚔
に
若
干
の
独
自
記
事
を
加
え
た
太
子
の
伝
記
と
、
天
台
智
顗
の
師
で
あ

り
、
太
子
の
前
身
と
さ
れ
た
六
朝
末
の
僧
慧
思
（
思
禅
師
）
に
関
す
る
諸
書
の

引
用
か
ら
成
る
。
以
下
に
そ
の
構
成
を
示
す
。

①
聖
徳
太
子
の
伝
記
（
首
部
を
欠
く
）

・
十
七
条
憲
法
（
第
二
条
の
後
半
部
か
ら
現
存
）

・
推
古
十
三
年
条
（
斑
鳩
宮
に
遷
る
）
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・
推
古
十
四
年
条
（
元
興
寺
に
丈
六
仏
像
を
造
り
奉
る
。
金
剛
寺
を
建
立

す
る
。
勝
鬘
経
を
説
く
）

・
推
古
十
五
年
条
（
小
野
妹
子
の
法
華
経
将
来
説
話
）

・
推
古
二
一
年
条
（
太
子
の
片
岡
山
飢
者
説
話
）

・
推
古
二
三
年
条
（
慧
慈
の
帰
国
）

・
推
古
二
八
年
条
（
国
記
と
氏
々
の
本
記
を
記
録
す
る
）

・
推
古
二
九
年
条
（
聖
徳
太
子
の
薨
去
）

・
太
子
造
立
寺
院

②
慧
思
に
関
す
る
諸
書
の
引
用

・⽛
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
⽜（
以
下⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜）

・⽛
大
唐
伝
戒
師
僧
名
記
伝
⽜（
以
下
⽛
名
記
伝
⽜）

・⽛
釈
思
禅
師
遠
忌
伝
⽜（
以
下
⽛
遠
忌
伝
⽜）

こ
の
う
ち
⽛
名
記
伝
⽜
に
つ
い
て
は
、
九
世
紀
前
半
成
立
の
光
定
⽝
伝
述
一

心
戒
文
⽞
に
同
文
が
⽛
大
唐
楊
州
龍
興
寺
和
上
鑑
真
名
記
伝
⽜
と
し
て
引
か
れ

て
お
り
、
法
空
⽝
平
氏
伝
雑
勘
文
⽞（
一
三
一
四
）
に
同
文
を
含
む
引
用
が
⽛
大

唐
伝
戒
師
僧
或
名
記
大
和
上
鑑
真
伝
〈
天
台
沙
門
釈
思
託
〉⽜
と
し
て
見
え
る
こ

と
か
ら
、
同
書
は
鑑
真
に
従
っ
て
渡
来
し
た
弟
子
の
思
託
に
よ
る
鑑
真
伝
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
思
託
は
そ
の
主
著
⽝
延
暦
僧
録
⽞（
七
八
八
か
）
所
収

の
自
伝
⽛
従
高
僧
沙
門
釈
思
託
伝
⽜
に
、

後
真
和
上
、
移
二
住
唐
寺
一
被
二
人
謗
讟
一
。
思
託
、
述
二
和
上
行
記
一
、
兼

請
二
淡
海
真
人
元
開
一
、
述
二
和
上
東
行
傳
荃
一
、
則
揚
二
先
徳
一
、
流
二
芳
後

昆
一
［
後
に
真
和
上
、
唐
寺
に
移
住
す
る
に
人
の
謗
讟
を
被
る
。
思
託
、
和

上
の
行
記
を
述
べ
、
兼
ね
て
淡
海
真
人
元
開
に
請
ひ
て
、
和
上
東
行
の
傳

荃
を
述
べ
し
め
、
則
ち
先
徳
を
揚
げ
、
芳
を
後
昆
に
流
す⚕
］。

と
記
し
て
い
る
。⽛
名
記
伝
⽜
は
こ
の
⽛
和
上
の
行
記
⽜
に
あ
た
り
、
淡
海
三
船

（
淡
海
真
人
元
開
）⽝
唐
大
和
上
東
征
伝
⽞（
以
下
⽝
東
征
伝
⽞）
一
巻
の
元
と
な
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
平
氏
伝
雑
勘
文
⽞
は
ま
た
同
書
を
⽛
伝
戒
大
師
三
巻

伝
⽜
と
呼
び
、
義
澄
⽝
招
提
千
載
伝
記
⽞（
一
七
〇
一
）
に
も
⽛
東
征
伝
三
巻
〈
思

託
之
述
〉⽜
と
見
え
る
よ
う
に
、
三
巻
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

が
、
現
在
は
逸
文
の
み
が
残
る⚖
。

⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
が
引
く
⽛
名
記
伝
⽜
は
、
内
容
を
前
後
二
つ
の
部
分
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
の
若
い
沙
弥
（
智
顗
）
を
菩
薩
と
し
て
衡
山
の
寺

に
迎
え
入
れ
た
慧
思
が
、
次
の
日
に
智
顗
に
⽝
法
華
経
⽞
を
講
じ
さ
せ
る
も
の

の
、
智
顗
は
意
図
が
分
か
ら
な
い
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
慧
思

が
前
世
で
の
霊
山
同
聴
（
霊
鷲
山
で
如
来
か
ら
⽝
法
華
経
⽞
の
教
え
を
共
に
聞

い
た
こ
と
）
を
告
げ
る
と
智
顗
は
悟
り
を
ひ
ら
き
、⽝
法
華
経
⽞
の
教
え
を
話
し

出
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
慧
思
と
智
顗
が
⽝
法
華
経
⽞
や
禅
に
造
詣
が

深
か
っ
た
こ
と
を
簡
単
な
経
歴
を
述
べ
て
示
す
の
が
前
半
部
で
あ
る
。
後
半
部

は
慧
思
が
衡
州
の
南
岳
衡
山
で
転
生
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
六
生
を
過
ご
し
た

こ
と
と
、
慧
思
が
亡
く
な
る
直
前
に
死
後
は
⽛
無
仏
法
処⚗
⽜
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

衆
生
を
教
化
す
る
と
予
言
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
方
、⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
の
著
者
や
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
。⽝
異
本

上
宮
太
子
伝
⽞
に
引
か
れ
る
⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
は
、
魏
の
文
帝
の
時
代
に
中

国
へ
渡
来
し
た
達
摩
が
衡
山
で
修
業
し
て
い
た
慧
思
に
⽛
海
東
⽜
の
⽛
無
機
⽜

の
人
々
を
化
す
る
こ
と
を
勧
め
、
そ
れ
を
受
け
て
慧
思
が
六
代
の
転
生
の
後
に

⽛
倭
国
之
王
家
⽜
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
記
す
。⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
は
そ
れ
以
上

の
名
前
等
を
記
さ
な
い
が
、⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
中
に
お
い
て
は
聖
徳
太
子
の

一
代
記
に
続
い
て
引
用
さ
れ
る
か
た
ち
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
⽛
倭
国
之
王
家
⽜
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に
誕
生
し
た
存
在
が
太
子
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
文
脈
を
形
成
す
る
。
慧
思
の

後
身
が
太
子
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
思
託
⽝
延
暦
僧
録
⽞
所
収
の
⽛
上
宮
太
子

菩
薩
伝
⽜
や
同
じ
く
鑑
真
に
従
っ
て
渡
来
し
た
弟
子
の
法
進
⽝
梵
網
経
註
⽞、
さ

ら
に
淡
海
三
船
⽝
東
征
伝
⽞
等
の
著
作
に
見
ら
れ
る⚘
。
彼
ら
は
鑑
真
に
関
連
す

る
人
物
で
あ
り
、
辻
氏
は
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
を
思
託
の
創
作
で
あ
る
と
推

定
し
た⚙
。
現
在
で
は
辻
氏
の
論
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
思
託
の
み
と
い
う
よ
り

は
鑑
真
の
周
辺
の
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
説
で
あ
る
と
推
定
す
る
論
が

あ
る10
。
ま
た
、
伊
吹
氏
は
⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
の
内
容
が
史
実
に
即
さ
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
書
を
⽛
日
本
人
の
偽
撰11
⽜
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
⽛
遠
忌
伝
⽜
の
著
者
や
成
立
年
代
も
ま
た
不

明
で
あ
る
。⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
に
引
か
れ
る
⽛
遠
忌
伝
⽜
は
、
慧
思
の
臨
終

の
様
子
を
述
べ
、
南
岳
の
衡
山
に
て
慧
思
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
者
た
ち
に
よ
っ

て
、
そ
の
遠
忌
が
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。
飯
田
氏
は
⽛
名
記
伝
⽜

が
思
託
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、⽛
思
禅
師
七
代

記
⽜
と
⽛
遠
忌
伝
⽜
に
対
し
て

内
容
か
ら
見
て
漢
籍
の
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
鑑
真
の
周
辺
の

僧
と
関
連
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
書
と
も
慧
思
に
関
す
る
内
容
を

も
つ
の
で
、
慧
思
後
身
説
と
の
関
係
で
引
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う12

と
成
立
経
緯
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、⽛
遠
忌
伝
⽜
に
関
す
る
そ
れ
以
上
の

言
及
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
⽛
遠
忌
伝
⽜
の

内
容
に
着
目
し
、
よ
り
詳
細
な
読
解
を
通
じ
て
こ
の
記
事
の
性
質
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

二
⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
に
お
け
る
⽛
遠
忌
伝
⽜

は
じ
め
に
⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
が
引
く
⽛
遠
忌
伝
⽜
の
全
文
を
挙
げ
る
。

釋
思
禅
師
遠
忌
伝
云
、南
岳
衡
山
有
岳
寺
。
其
寺
有
般
若
臺
・
雙
峯〔
臺
〕・

紫
蓋
臺
・
慧
日
臺
・
住
栝
臺
・
花
厳
臺
・
四
禅
臺
・
祝
融
臺
・
南
臺

（
マ
ヽ
）

・
般

若
閣
等
、
廿
余
所
。
各
有
衆
僧
、
六
時
行
道
。
但
、
思
禅
師
居
住
岳
寺
、

門
人
、
脱
綿（

錦
）

、〔
著
〕
布
衣
。
禅
師
臨
命
終
時
、
有
人
、
勧
諸

（
請
カ
）

久
住
世

間
、
度
脱
衆
生
。
禅
師
便
答
、
有
十
八
人
脱
綿（

錦
）

者
、
我
亦
擬
住
世
間
。
今

有
一
万
禅
衆
、
皆
著
艾
布
〔
也
者
〕、
乃
是
思
禅
師
徒
衆
也
。
禅
師
自
従
遷

化
以
来
、
毎
遠
忌
不
廃
。
衡
岳
山
門
道
場
可
有
廿
余
所
。
僧
俗
稍
衆
。
幷

衡
州
墎
下
道
俗
、
山
中
万
有
五
千
已
上
、
毎
年
雲
集
、
設
忌
日
大
斎
法
会
、

連
々
不
絶13
。

こ
れ
を
私
に
訓
み
下
し
た
も
の
が
以
下
に
な
る
。

釋
思
禅
師
遠
忌
伝
に
云
は
く
、
南
岳
の
衡
山
に
岳
寺
有
り
。
其
の
寺
に
般

若
臺
・
雙
峯
〔
臺
〕・
紫
蓋
臺
・
慧
日
臺
・
住
栝
臺
・
花
厳
臺
・
四
禅
臺
・

祝
融
臺
・
南
臺

（
マ
ヽ
）

・
般
若
閣
等
、
廿
余
所
有
り
。
各
に
衆
僧
有
り
て
、
六
時

に
行
道
す
。
但
、
思
禅
師
が
居
住
せ
し
岳
寺
に
は
、
門
人
、
綿（

錦
）

を
脱
ぎ
、

布
衣
を
〔
著
〕
る
。
禅
師
の
命
終
に
臨
み
し
時
、
人
有
り
て
、
久
し
く
世

間
に
住と

ど
ま

り
、
衆
生
を
度
脱
せ
し
む
る
こ
と
を
勧
請
す
。
禅
師
便
ち
答
へ

て
い
は
く
、⽛
十
八
人
の
綿（

錦
）

を
脱
ぐ
者
有
れ
ば
、
我
も
亦
世
間
に
住
せ
る

を
擬
ふ
⽜
と
。
今
一
万
の
禅
衆
有
り
て
、
皆
艾
布

が
い
ふ

を
著
た
る
は
、
乃
ち
是

れ
思
禅
師
の
徒
衆
な
り
。
禅
師
の
遷
化
せ
し
よ
り
以
来

こ
の
か
た

、
毎つ

ね

に
遠
忌
廃や

ま

ず
。
衡
岳
の
山
門
道
場
廿
余
所
有
る
べ
し
。
僧
俗
稍や

や

衆お
ほ

し
。
衡
州
墎
下
の
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道
俗
を
并あ

は

せ
、
山
中
に
万
有
五
千
已
上
、
毎
年

と
し
ご
と

に
雲
集
し
、
忌
日
に
大
斎

法
会
を
設
く
る
こ
と
、
連
々
と
し
て
絶
え
ざ
る
な
り
。

引
用
文
は
、
か
つ
て
慧
思
が
住
ん
で
い
た
衡
山
の
岳
寺
の
現
在
の
様
子
を
語

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
こ
で
修
行
す
る
慧
思
の
門
人
は
綿
を
脱
ぎ
、⽛
布

衣
⽜、
つ
ま
り
植
物
か
ら
作
ら
れ
た
衣14
を
着
て
い
る
。
そ
の
由
来
が
次
に
示
さ

れ
る
。
慧
思
が
亡
く
な
る
時
、
慧
思
に
長
く
世
間
に
と
ど
ま
っ
て
衆
生
を
解
脱

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
人
物
が
い
た
。
し
か
し
慧
思
は
、
十
八
人
の
綿
を
脱
い

だ
者
（
＝
慧
思
の
弟
子
）
が
い
る
た
め
、
私
が
生
き
て
世
間
に
と
ど
ま
る
の
と

同
じ
こ
と
で
あ
る
と
答
え
た
。
今
一
万
の
禅
僧
が
い
て
、
彼
ら
が
み
な
⽛
艾
布15
⽜

を
着
て
い
る
の
は
、
慧
思
の
門
人
の
僧
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
後
は
慧
思
の
遠
忌
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
慧
思
の

遠
忌
に
は
、
衡
山
の
岳
寺
や
衡
州
内
か
ら
僧
侶
・
俗
人
を
問
わ
ず
一
万
五
千
人

以
上
が
衡
山
に
集
ま
り
、
絶
え
る
こ
と
な
く
斎
会
を
行
い
続
け
て
い
る
。

⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
が
⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
の
後
に
⽛
名
記
伝
⽜
や
⽛
遠
忌

伝
⽜
を
引
く
こ
と
に
つ
い
て
、
注
10
前
掲
伊
吹
論
は
、

正
し
く
慧
思
の
事
績
を
日
本
に
広
め
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
慧
思
が
今

日
も
中
国
で
尊
敬
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
目
的
（
九
～
一
〇

頁
）

が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。⽛
釋
思
禅
師
遠
忌
伝
⽜
と
い
う
題
や
前
述
し
た
本
文

の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
⽛
遠
忌
伝
⽜
に
つ

い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
思
禅
師
に
連
な
る
僧
た
ち
は
綿
の
衣

を
脱
ぎ
⽛
布
衣
⽜
を
着
て
い
る
と
い
う
話
に
注
目
し
た
い
。

文
中
の
傍
線
部
⽛
門
人
、
綿（

錦
）

を
脱
ぎ
、
布
衣
を
〔
著
〕
る
⽜
と
あ
る
部
分
に

つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
⽝
寧
楽
遺
文
⽞
で
は
、
傍
注
で
⽛
綿
⽜
字
を
⽛
錦
⽜

と
す
る
校
訂
案
を
示
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
⽛
綿
⽜
は
植
物
の
綿
（
木
綿
）

で
は
な
く
蚕
の
繭
か
ら
作
ら
れ
る
綿
、
真
綿
の
意
味
で
そ
の
ま
ま
解
す
べ
き
箇

所
で
あ
る
。
前
漢
末
の
史
游
の
著
と
さ
れ
る
⽝
急
就
篇
⽞⽛
絳
緹
絓
紬
絲
絮
綿
⽜

に
付
さ
れ
た
顔
師
古（
五
八
一
～
六
四
五
）の
注
に
、⽛
漬
繭
擘
之
。
精
者
為
綿
、

麤
者
為
絮
［
繭
を
漬ひ

た

し
て
之
れ
を
擘ひ

く
。
精く

は

し
き
は
綿
と
為
し
、
麤あ

ら

き
は
絮
と

為
す16
］⽜
と
あ
る
。⽛
遠
忌
伝
⽜
の
当
該
箇
所
で
は
、
衣
類
の
豪
華
さ
で
は
な
く
、

繭
を
擘
い
て
（
蚕
を
殺
し
て
）
布
を
作
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。か

つ
て
中
国
の
僧
侶
の
間
で
は
絹
の
衣
、
つ
ま
り
蚕
の
繭
か
ら
作
ら
れ
る
衣

を
禁
絶
し
よ
う
と
す
る
思
想
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
諏
訪
義
純
⽛
中
国

仏
教
に
お
け
る
絹
衣
禁
絶
の
思
想
の
展
開
と
挫
折
⽜（⽝
愛
知
学
院
大
学
文
学
部

紀
要
⽞
14
、
一
九
八
四
年
）
に
詳
し
い
。
諏
訪
氏
は
、
南
朝
・
梁
の
沈
約
（
四

四
一
～
五
一
三
）
が
⽛
究
竟
慈
悲
論
⽜（
道
宣
⽝
広
弘
明
集
⽞（
六
六
四
）
巻
二

十
六
所
収
）
の
中
で
絹
衣
を
禁
絶
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
れ
に
よ
り
絹
衣
禁

絶
思
想
が
僧
侶
た
ち
の
間
に
広
が
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
道
宣⽝
続
高
僧
伝
⽞

（
六
四
五
）
の
内
容
を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
絹
衣
を
断
と
う
と
し
た
人
物
の
一
人

と
し
て
慧
思
の
名
を
挙
げ
た
。⽝
続
高
僧
伝
⽞
の
巻
第
十
七
の
陳
南
岳
衡
山
釈

慧
思
伝
に
は
、

至
ㇾ
如
二
繒
纊
・
皮
革
一
、
多
由
ㇾ
損
ㇾ
生
。
故
其
徒
属
服
章
、
率
加
以
ㇾ
布
。

寒
則
艾
納
用
犯
二
風
霜
一
［
繒
纊
（
絹
と
綿
）・
皮
革
の
如
き
に
至
り
て
は
、

多
く
生
を
損
ず
る
由
と
な
る
。
故
に
其
の
徒
属
の
服
章
、
率

お
ほ
む
ね

加
ふ
る
に

布
を
以
て
す
。
寒
け
れ
ば
即
ち
艾
納
を
用も

っ

て
風
霜
を
犯
す17
］。

と
あ
る
。
絹
・
綿
の
衣
は
生
物
（
蚕
）
を
殺
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
慧
思
と
そ

の
弟
子
た
ち
は
植
物
か
ら
作
ら
れ
た
布
の
衣
で
過
ご
し
、
寒
い
と
き
に
は
苔
の
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一
種
で
あ
る
艾
納
を
用
い
て
風
霜
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。

⽝
続
高
僧
伝
⽞
を
記
し
た
道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
自
身
も
絹
衣
禁
絶
の
思

想
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
関
す
る
著
書
に
は
、⽝
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
⽞

（
以
下
⽝
行
事
鈔
⽞）
の
⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
や
⽝
釈
門
章
服
儀
⽞（
六
五
七
）

の
立
体
抜
俗
篇
な
ど
が
あ
る
。⽝
行
事
鈔
⽞⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
は
主
に
イ
ン

ド
の
律
や
論
を
も
と
に
し
て
、
絹
の
袈
裟
を
着
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る18
。
そ
の

一
部
に
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

涅
槃
中
、
皮
革
履
屣
・
憍
奢
耶
衣
、
如
是
衣
服
悉
皆
不
畜
。
是
正
経
律
。

今
有
一
方
禅
衆
、
皆
著
艾
布
者
、
豈
不
順
教
［⽝
涅
槃
⽞
中
に
、
皮
革
の
履

屣
・
憍
奢
耶
の
衣
、
是
の
如
き
衣
服
は
悉
く
皆
蓄
へ
ず
と
あ
り
。
是
れ
正

し
き
経
律
な
り
。
今
一
方
の
禅
衆
有
り
て
、
皆
艾
布
を
著
せ
る
は
、
豈
に

教
へ
に
順し

た
が

は
ず
や19
］。

こ
こ
で
は
、⽝
大
般
涅
槃
経
⽞
に
皮
革
の
履
物
と
⽛
憍
奢
耶
衣
⽜
を
蓄
え
て
は

な
ら
な
い
と
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る20
。⽛
憍
奢
耶
⽜
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
kauśeya
の
音
訳
で
綿
を
意
味
し
、⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
中
に
も
⽛
憍
奢

耶
者
是
綿
名
也
⽜
と
見
え
る
。
綿
の
衣
を
身
に
つ
け
な
い
こ
と
が
正
し
い
経
律

で
あ
り
、
今
一
方
の
禅
僧
が
い
て
、
皆
⽛
艾
布
⽜
を
着
て
い
る
の
は
教
え
に
従
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傍
線
部
は
⽛
遠
忌
伝
⽜
の
⽛
今
有

一
万
禅
衆
、
皆
著
艾
布
〔
者
也
〕⽜
と
い
う
記
述
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る21
。
絹

衣
を
断
つ
慧
思
を
語
る
⽝
続
高
僧
伝
⽞
の
著
者
が
道
宣
で
あ
り
、
ま
た
、
沈
約

⽛
究
竟
慈
悲
論
⽜
を
収
め
る
⽝
広
弘
明
集
⽞
も
同
じ
く
道
宣
の
編
に
な
る
こ
と
も

踏
ま
え
る
と
、⽛
遠
忌
伝
⽜
の
記
事
に
は
道
宣
の
著
作
の
影
響
が
強
く
う
か
が
え

る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
著
者
が
同
じ
と
い
っ
て
も
⽝
行
事
鈔
⽞
の
⽛
今
有
一
方
禅
衆
、
皆

著
艾
布
者
⽜
は
、
慧
思
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
文
脈
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
慧
思
の
行
跡
と
結
び
つ
け
た
の
は
⽛
遠
忌
伝
⽜
で
あ
る
。⽝
行
事
鈔
⽞
の

一
文
が
⽛
今
⽜
の
⽛
禅
衆
⽜
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、⽛
遠
忌
伝
⽜
の

目
的
は
慧
思
に
対
す
る
信
仰
の
現
在
、
絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
遠
忌
を
語

り
、
慧
思
を
称
揚
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
慧
思
の
弟
子
に

つ
い
て
も
語
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
果
た
す
の
に
適
し
て
い
た
の
が
、

絹
・
綿
の
衣
を
断
つ
と
い
う
慧
思
の
伝
と
共
通
す
る
要
素
を
も
つ
⽝
行
事
鈔
⽞

⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
の
一
文
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

道
宣
と
鑑
真

道
宣
は
律
学
を
修
め
、
南
山
律
宗
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
小
乗
仏
教

の
経
典
で
あ
る
⽝
四
分
律
⽞
に
対
し
て
大
乗
仏
教
的
な
解
釈
を
行
い
、
律
三
大

部
で
あ
る
⽝
行
事
鈔
⽞
や
⽝
四
分
律
刪
繁
補
随
機
羯
磨
疏
⽞、⽝
四
分
律
含
注
戒

本
疏
⽞
ほ
か
様
々
な
書
物
を
著
し
て
い
る22
。

前
節
で
⽛
遠
忌
伝
⽜
に
は
道
宣
の
著
作
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
南
山
律
宗
の
門
徒
が
⽛
遠
忌
伝
⽜
を
記
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
天
台

智
顗
の
師
で
あ
る
慧
思
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、天
台
宗
に
連
な
り
、

か
つ
律
に
関
す
る
注
釈
書
で
あ
る
⽝
行
事
鈔
⽞
に
も
親
し
ん
だ
人
物
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
捉
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
⽛
鑑
真
の
周
辺
の

僧
に
関
連
す
る
⽜
と
著
者
に
つ
い
て
の
推
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
は
そ

の
見
解
が
適
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。

鑑
真
（
六
八
八
～
七
六
三
）
は
南
山
律
宗
と
天
台
宗
双
方
の
流
れ
を
く
む
僧

で
あ
る23
。⽝
東
征
伝
⽞
や
賛
寧
等
編
⽝
宋
高
僧
伝
⽞（
九
八
八
）
巻
第
十
四
、
唐
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揚
州
大
雲
寺
鑑
真
伝
は
、

中
宗
孝
和
帝
神
龍
元
年
、
従
二
道
岸
律
師
一
受
二
菩
薩
戒
一
。
景
龍
元
年
、

詣
二
長
安
一
、
至
二
二
年
三
月
二
十
八
日
一
、
於
二
実
際
寺
一
依
二
荊
州
恒
景
律

師
辺
一
得
ㇾ
戒
［
中
宗
孝
和
帝
の
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）、
道
岸
律
師
に
従

ひ
て
菩
薩
戒
を
受
く
。
景
龍
元
年
（
七
〇
七
）、
長
安
に
詣
で
、
二
年
（
七

〇
八
）
三
月
二
十
八
日
に
至
り
、
実
際
寺
に
於
い
て
荊
州
恒
景
律
師
の
辺

り
に
依
り
て
戒
（
＝
具
足
戒
）
を
得
る24
］。

と
鑑
真
が
道
岸
律
師
に
つ
い
て
菩
薩
戒
を
受
け
、
恒
景
律
師
に
つ
い
て
具
足
戒

を
受
け
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
う
ち
、
道
岸
は
⽝
宋
高
僧
伝
⽞
巻
第
十
四
の
唐

京
師
崇
聖
寺
文
綱
伝
に
、

有
下
若
二
弟
子
、
淮
南
道
岸
、
蜀
川
神
積
、
岐
隴
慧
顗
、
京
兆
神
慧
・
思
義
・

紹
覚
、
律
蔵
恒
暹
・
崇
業
等
一
五
十
余
人
上
［
弟
子
、
淮
南
の
道
岸
、
蜀
川

の
神
積
、
岐
隴
の
慧
顗
、
京
兆
の
神
慧
・
思
義
・
紹
覚
、
律
蔵
の
恒
暹
・

崇
業
等
の
若
き
五
十
余
人
有
り25
］。

と
あ
り
、
同
巻
、
唐
京
兆
西
明
寺
道
宣
伝
に
、

宣
、従
ㇾ
登
二
戒
壇
一
及
ㇾ
当
二
泥
曰
一
、其
間
受
法
伝
教
弟
子
可
二
千
百
人
一
。

其
親
度
曰
二
大
慈
律
師
一
。
授
法
者
文
綱
等
［
宣
、
戒
壇
に
登
れ
る
従よ

り
泥

曰
（
泥
洹

な
い
お
ん

＝
涅
槃
）
に
当
た
る
に
及
び
、
其
の
間
の
受
法
伝
教
の
弟
子
千

百
人
た
る
可べ

し
。
其
の
親み

づ
か

ら
度
せ
る
は
大
慈
律
師
と
曰
ふ
。
授
法
せ
し

者
は
文
綱
等
な
り26
］。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鑑
真
の
戒
律
が
道
宣
─
文
綱
─
道
岸
と
続
く
南
山
律
の
流

れ
を
引
く
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、凝
然⽝
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
⽞（
一
三
一
一
）

巻
下
・
律
宗
条
で
は
、

随
二
融
済
律
師
一
学
二
南
山
律
鈔
・
業
疏
・
軽
重
儀
等
一
［
融
済
律
師
に
随
ひ

て
南
山
の
⽝
律
鈔
⽞・⽝
業
疏
⽞・⽝
軽
重
儀
⽞
等
を
学
ぶ27
］。

と
鑑
真
が
融
済
か
ら
道
宣
の
著
作
を
学
ん
だ
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
融
済
は
同
書

の
つ
づ
き
に
、

道
岸
・
融
済
、
並
南
山
道
宣
律
師
受
学
弟
子
［
道
岸
・
融
済
は
、
並
び
に

南
山
道
宣
律
師
に
受
学
せ
し
弟
子
な
り28
］。

と
あ
り
、
道
宣
か
ら
学
び
を
受
け
た
弟
子
で
あ
る
。
ま
た
⽝
東
征
伝
⽞
は
、

凡
前
後
講
二
大
律
并
疏
一
四
十
遍
。
講
二
律
抄
一
七
十
遍
。
講
二
軽
重
儀
一
十

遍
。
講
二
羯
磨
疏
一
十
遍
［
凡
そ
前
後
に
⽝
大
律
⽞
并
び
に
⽝
疏
⽞
を
講
ず

る
こ
と
四
十
遍
。⽝
律
抄
⽞
を
講
ず
る
こ
と
七
十
遍
。⽝
軽
重
儀
⽞
を
講
ず

る
こ
と
十
遍
。⽝
羯
磨
疏
⽞
を
講
ず
る
こ
と
十
遍29
］。

と
鑑
真
の
講
律
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
恒
景
は
⽝
宋
高
僧
伝
⽞
巻
第
五
・
唐
荊
州
玉
泉
寺
恒
景
伝
に
、

初
就
二
文
綱
律
師
一
隷
二
業
毘
尼
一
。
後
入
二
覆
舟
山
玉
泉
寺
一
、
追
二
智
者

禅
師
一
習
二
止
観
門
一
［
初
め
文
綱
律
師
に
就
き
、
毘
尼
（
＝
律
）
に
隷
業

し
た
が

ふ
。
後
に
覆
舟
山
玉
泉
寺
に
入
り
、
智
者
禅
師
を
追
ひ
て
止
観
門
を

習
ふ30
］。

と
あ
る
よ
う
に
、
は
じ
め
は
南
山
律
僧
の
文
綱
に
つ
い
て
律
を
学
ん
だ
が
、
後

に
智
者
（
智
顗
）
を
追
っ
て
天
台
止
観
を
習
っ
た
人
物
で
あ
る
。
鑑
真
が
天
台

も
学
ん
で
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
時
代
は
下
る
も
の
の
⽝
塵
添
壒

嚢
鈔
⽞（
一
五
三
二
）
巻
第
十
八
、
本
朝
ニ
戒
壇
建
立
ノ
事
に
、

随
二
弘
景
禅
師
一
受
二
具
足
戒
一
、
並
ニ
学
二
天
台
一
［
弘
景
（
＝
恒
景
）
禅
師

に
随
ひ
て
具
足
戒
を
受
け
、
並
び
に
天
台
を
学
ぶ31
］。

と
こ
の
恒
景
が
鑑
真
の
天
台
の
師
で
も
あ
っ
た
と
い
う
伝
え
が
残
さ
れ
て
い

る
。
鑑
真
が
天
台
系
統
の
知
識
も
有
し
て
い
た
こ
と
は
、⽝
東
征
伝
⽞
に
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天
台
止
観
法
門
。
玄
義
。
文
句
各
十
巻
。
四
教
儀
十
二
巻
。
次
第
禅
門
十

一
巻
。
行
法
華
懺
法
一
巻
。
小
止
観
一
巻
。
六
妙
門
一
巻32
。

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
智
顗
の
天
台
典
籍
を
将
来
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
⽛
天

台
止
観
法
門
⽜
は
鑑
真
の
手
元
に
置
か
れ
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
て
い
た

と
い
う
状
況33
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
ま
た⽝
平
氏
伝
雑
勘
文
⽞下
二
に
引
く⽛
名

記
伝
⽜
の
逸
文
に
は
、
栄
叡
が
鑑
真
に
日
本
へ
の
弟
子
の
派
遣
を
希
求
し
た
際

に
、

和
上
便
云
、（
中
略
）
又
天
台
智
者
云
、
三
百
年
後
我
所
ㇾ
遺
文
墨
、
感
二
伝

於
世
一
。
大
師
無
常
、
洎
二
二
百
年
一
。
而
今
大
唐
国
家
道
俗
惣
大
興
隆
。

聖
人
言
語
未
会
二
相
違
一
［（
鑑
真
）
和
上
便
ち
云
は
く
、⽛（
中
略
）
又
天
台

智
者
の
云
は
く
、⽝
三
百
年
の
後
、我
が
遺
す
所
の
文
墨
、世
に
感
伝
せ
ん
⽞

と
。
大
師
無
常
す
る
こ
と
、
二
百
年
に
洎お

よ

ぶ
。
而
る
に
今
大
唐
の
国
家
の

道
俗
惣み

な

大
い
に
興
隆
す
。
聖
人
の
言
語
未
だ
相
違
に
会
は
ず
⽜］。

と
鑑
真
が
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
つ
づ
い
て
⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
所
引

⽛
名
記
伝
⽜
前
半
部
と
同
じ
、
慧
思
と
智
顗
の
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挟
ん
だ

後
、

今
至
二
於
此
一
和
上
乃
命
二
門
人
一
講
二
授
戒
律
一
人
師
・
法
主
者
命
赴
叡
心

同
向
二
日
本
一
万
代
伝
灯
。
諸
人
咸
然
一
無
二
対
言
一
。（
中
略
）
和
上
乃
自

許
三
僧
叡
・
照
等
之
二
日
本
国
一
。［
今
此
に
至
り
て
、（
鑑
真
）
和
上
乃
ち

門
人
に
命
じ
、⽛
戒
律
を
講
授
す
る
人
師
・
法
主
は
命
赴
し
、
叡
（
＝
栄
叡
）

と
心
同
じ
く
し
て
日
本
へ
向
か
ひ
、
万
代
に
灯
を
伝
へ
よ
⽜
と
い
ふ
。
諸

人
咸
然

げ
ん
ね
ん

と
し
て
一
の
対
言
す
る
も
の
も
無
し
。（
中
略
）
和
上
乃
ち
自
ら

僧
叡
（
＝
栄
叡
）・
照
（
＝
普
照
）
等
と
日
本
国
へ
之
く
を
許
す34
］。

と
記
す
。
こ
れ
ら
の
⽛
名
記
伝
⽜
の
逸
文
は
、
鑑
真
が
天
台
の
教
え
が
三
百
年

後
に
世
に
広
ま
る
と
い
う
智
顗
の
予
言
を
述
べ
、
弟
子
に
日
本
へ
の
渡
海
を
命

じ
た
が
、
誰
も
応
じ
な
か
っ
た
た
め
に
、
伝
戒
律
師
将
来
の
た
め
に
日
本
か
ら

渡
唐
し
た
栄
叡
・
普
照
と
と
も
に
自
ら
赴
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
話
を
語
る
。

⽛
名
記
伝
⽜
が
書
か
れ
た
当
時
、
鑑
真
が
そ
の
周
囲
か
ら
天
台
の
法
灯
を
継
ぐ
存

在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
鑑
真
と
南
山
律
宗
・
天
台
宗
と
の
関
係
性
を
辿
っ
て
み
た
。
繰
り

返
し
に
は
な
る
が
、⽛
遠
忌
伝
⽜
の
よ
う
に
絹
・
綿
の
衣
を
断
っ
た
慧
思
の
話
と

⽝
行
事
鈔
⽞⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
の
一
文
を
結
び
つ
け
る
に
は
、
天
台
宗
と
南

山
律
宗
の
両
方
の
伝
承
を
介
す
必
要
が
あ
る
。⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
が
引
く

他
の
二
書
の
う
ち
、⽛
思
禅
師
七
代
記
⽜
は
鑑
真
や
思
託
の
周
辺
の
人
物
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
書
で
あ
り
、⽛
名
記
伝
⽜
は
思
託
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
書
で
あ
る
。⽛
遠
忌
伝
⽜
の
成
立
年
次
や
作
者
の
詳
細
は
な
お
不
明
で
あ

る
が
、⽛
遠
忌
伝
⽜
も
他
の
二
書
と
共
通
す
る
状
況
の
下
、
す
な
わ
ち
、
先
行
研

究
が
指
摘
す
る
よ
う
な
道
岸
・
恒
景
の
教
え
を
受
け
つ
い
だ
鑑
真
も
し
く
は
鑑

真
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
人
物
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
問
題
は
な

い
だ
ろ
う
。

四

お
わ
り
に

以
上
、⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
が
引
用
す
る
⽛
遠
忌
伝
⽜
に
つ
い
て
の
考
察
を

行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
慧
思
の
門
人
が
綿
（
真
綿
）
の
衣
を
脱
ぎ
、
植
物
か
ら

作
ら
れ
た
衣
を
着
て
い
る
と
い
う
記
事
に
着
目
し
、⽛
遠
忌
伝
⽜
に
は
道
宣
の
著

作
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
特
に
、⽝
続
高
僧
伝
⽞
か
ら
は
慧
思
の
門

徒
が
艾
納
を
衣
と
し
て
寒
さ
を
防
ぐ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、⽝
行
事
鈔
⽞
か
ら
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は
⽛
今
有
一
方
禅
衆
、
皆
著
艾
布
者
⽜
と
い
う
表
現
が
利
用
さ
れ
、⽛
遠
忌
伝
⽜

に
お
い
て
そ
れ
ら
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

を
行
っ
た
の
は
、⽛
は
じ
め
に
⽜
に
掲
げ
た
飯
田
論
の
推
定
ど
お
り
、
南
山
律
と

天
台
双
方
に
関
す
る
伝
承
を
受
け
継
い
だ
鑑
真
周
辺
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
く
想
定
さ
れ
た
。

⽛
遠
忌
伝
⽜
は
、
中
国
に
お
け
る
慧
思
の
信
仰
が
今
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
を

語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
慧
思
の
後
身
を
聖
徳
太
子
と
す
る
⽝
異
本
上
宮
太

子
伝
⽞
に
引
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
で
の
信
仰
が
続
く
太
子
と
中
国
で
の

信
仰
が
続
く
慧
思
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
日
本
と
中
国
、
そ
の

両
方
の
仏
教
世
界
に
ま
た
が
る
存
在
と
し
て
の
太
子
像
が⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞

を
通
し
て
形
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
は
、
後
世
広
く
浸

透
し
て
い
っ
た
太
子
信
仰
の
基
盤
と
な
り
、
入
唐
僧
に
よ
っ
て
唐
土
に
も
伝
え

ら
れ
た35
。
そ
う
し
た
基
盤
の
形
成
に
、
見
て
き
た
よ
う
な
⽛
遠
忌
伝
⽜
の
成
立

も
関
わ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

注

⚑
⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
の
成
立
に
関
す
る
近
年
に
至
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、

伊
吹
敦
⽛⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
の
成
立
と
流
布
⽜（⽝
東
洋
学
研
究
⽞
51
、

二
〇
一
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⚒

謄
写
本
の
説
明
に
つ
い
て
は
、飯
田
瑞
穂⽛
聖
徳
太
子
伝
の
推
移

─
⽝
伝

暦
⽞
成
立
以
前
の
諸
太
子
伝

─
⽜（⽝
飯
田
瑞
穂
著
作
集
⚑

聖
徳
太
子

伝
の
研
究
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
七
三
年
十
月
）
を

参
照
し
た
。

⚓

注
⚒
前
掲
論
、
吉
田
一
彦
⽛⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
の
写
本
と
内
容
⽜（⽝
変

貌
す
る
聖
徳
太
子
⽞
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）。
広
島
大
学
本
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
吉
田
論
に
詳
し
い
。

⚔

た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
⽝
日
本
書
紀
⽞
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
後
の
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
等
に
逸
文
の
残
る
⽝
暦
録
⽞
の
よ

う
な
、⽝
日
本
書
紀
⽞
を
簡
略
化
・
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
⽝
日
本
書
紀
⽞

の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を
通
じ
て
引
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
、
神
野

志
隆
光
⽛⽝
七
代
記
⽞
と
⽛
日
本
紀
⽜⽜（⽝
変
奏
さ
れ
る
日
本
書
紀
⽞
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⚕

蔵
中
し
の
ぶ
⽝⽝
延
暦
僧
録
⽞
注
釈
⽞（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二

〇
〇
八
年
）
八
一
、
八
三
頁
。
訓
み
下
し
も
同
書
に
よ
り
、
一
部
私
に
改

め
た
。
以
下
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
の
引
用

文
中
に
見
ら
れ
る
旧
字
や
異
体
字
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

⚖

辻
善
之
助
⽛
聖
徳
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
に
関
す
る
疑
⽜（⽝
日
本
佛
教
史

研
究
⽞
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
二
九
年
一
月
）、

蔵
中
進
⽝
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
⽞（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照

し
た
。

⚗

以
下
、⽝
異
本
上
宮
太
子
伝
⽞
の
引
用
は
竹
内
理
三
編
⽝
寧
楽
遺
文
⽞
下
巻

所
収
⽛
七
代
記
⽜（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。

⚘

思
託
・
淡
海
三
船
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
注
⚖
前
掲
辻
論
に
よ
っ
て
、
法

進
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
大
屋
徳
城
⽛
聖
徳
太
子
に
対
す
る
後
世
の
崇
拝

と
信
仰
⽜（⽝
日
本
佛
教
史
の
研
究
⽞
第
二
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
二
九
年
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、⽝
東
征
伝
⽞
に
は
、

大
和
上
答
曰
、
昔
聞
、
南
岳
恵
思
禅
師
、
遷
化
之
後
、
託
二
生
倭
国
王
子
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一
。
興
二
隆
仏
法
一
、
済
二
度
衆
生
一
［
大
和
上
（
＝
鑑
真
）
答
へ
て
曰
く
、

⽛
昔
聞
く
、
南
岳
恵
思
（
＝
慧
思
）
禅
師
、
遷
化
の
後
に
倭
国
の
王
子
に

托
生
す
。
仏
法
を
興
隆
し
、
衆
生
を
済
度
す
と
⽜］。（
大
日
本
仏
教
全

書
⚑
⚑
⚓
⽝
唐
大
和
上
東
征
伝
⽞
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
三
二
年
、
一

〇
九
頁
。
以
下
、⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
か
ら
の
引
用
は
一
部
句
読
を
改

め
、
私
に
訓
み
下
し
を
付
す
）

と
あ
り
、⽝
梵
網
経
註
⽞（
逸
書
。
該
当
部
分
は
凝
然
⽝
梵
網
戒
本
疏
日
珠

鈔
⽞
に
引
か
れ
る
）
に
は
、

亦
如
聖
徳
王
、
前
身
生
大
唐
南
岳
。
名
恵
思
禅
師
。
陳
朝
元
（
无
か

─
稿
者
注
）
常
、
従
此
已
来
、
道
俗
常
有
一
二
万
人
、
奉
設
忌
会
至

今
未
住
［
亦
聖
徳
王
の
如
き
は
、
前
身
大
唐
南
岳
に
生
ま
る
。
恵
思
禅

師
と
名
づ
く
。
陳
朝
に
元
（
无
）
常
す
。
此
れ
よ
り
已
来
、
道
俗
常
に

一
二
万
人
有
り
て
、
忌
会
を
設
け
奉
る
こ
と
、
今
に
至
り
て
未
だ
住や

ま

ず
］（⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
六
二
巻
（
N
o.2060）
二
三
五
頁
ｃ
。
以

下
、⽝
大
正
新
修
大
蔵
経
⽞
か
ら
の
引
用
は
一
部
句
読
・
返
読
を
改
め
、

私
に
訓
み
下
し
を
付
す
）

と
あ
る
。

⚙

注
⚖
前
掲
辻
論
。

10

飯
田
瑞
穂
⽛
聖
徳
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
の
成
立
に
つ
い
て
⽜（⽝
飯
田
瑞

穂
著
作
集
⚑

聖
徳
太
子
伝
の
研
究
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初

出
一
九
六
八
年
九
月
）や
伊
吹
敦⽛
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成
⽜（⽝
東

洋
思
想
文
化
⽞
第
一
号
、
東
洋
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。

11

前
掲
伊
吹
論
、
一
〇
頁
。

12

注
⚒
前
掲
論
、
二
六
頁
。

13

注
⚗
前
掲
書
、
八
九
四
～
八
九
五
頁
。
一
部
句
読
を
改
め
た
。
以
下
、
引

用
文
中
の
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。〔
〕
内
は
編
者
に
よ
る
補
入
、（
）
内
は

編
者
の
傍
注
を
示
す
。

14
⽝
小
爾
雅
⽞
広
服
条
に
、⽛
麻
苧
ᷤ
曰
布
。
布
通
名
也
［
麻
・
苧
・
ᷤ
を
布

と
曰
ふ
。
布
、
通
名
な
り
］⽜（
張
輯
撰
⽝
博
雅
十
巻
附
小
爾
雅
一
巻
⽞、
四

頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
https://dl.ndl.go.

jp/info:ndljp/pid/2537232。
私
に
句
読
を
改
め
訓
み
下
し
を
付
し
た
）

と
あ
る
。

15
⽛
艾
布
⽜
は
、
後
に
引
く
⽝
続
高
僧
伝
⽞
慧
思
伝
に
⽛
寒
則
艾
納
用
犯
二
風

霜
一
⽜と
あ
る
の
に
照
ら
し
て
、艾
納
を
用
い
た
布
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

艾
納
は
松
の
古
木
等
に
付
着
す
る
苔
の
一
種
。
平
安
時
代
後
期
の
⽝
香
要

抄
⽞
末
・
艾
納
香
条
に
、

又
有
松
樹
皮
緑
衣
。
亦
名
艾
納
（
中
略
）
或
云
、
其
形
如
太
糸
長
四
五

寸
許
。
如
蘭
花
于
杜
之
物
黏
着
其
筋
、
上
方
着
松
樹
之
篤
也
［
又
、
松

樹
の
皮
に
緑
衣
有
り
。
亦
艾
納
と
名
づ
く
（
中
略
）
或
い
は
云
は
く
、

其
の
形
太
き
糸
の
長
さ
四
五
寸
許
り
な
る
が
如
し
。
蘭
花
の
如
く
杜
の

物
に
其
の
筋
を
黏
着
し
、
上
方
に
松
樹
の
篤
き
に
着
く
な
り
］⽜（
天
理

図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
31
⽝
香
要
抄
・
藥
種
抄
⽞
天
理
大
學
出
版

部
、
一
九
七
七
年
、
一
六
四
～
一
六
五
頁
。
私
に
句
読
を
改
め
訓
み
下

し
を
付
し
た
）

と
あ
る
。
そ
れ
を
布
の
上
に
ま
と
い
、
保
温
に
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

16

王
応
麟
⽝
玉
海
⽞
二
〇
四
巻
付
刻
⽝
急
就
篇
注
⽞
巻
第
二
（
十
七
頁
。
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
https://dl.ndl.go.jp/info:

ndljp/pid/2586090?tocO
pened=1）。



― 31 ―

17
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
五
〇
巻
（
N
o.2060）
五
六
四
頁
ａ
。

18

前
掲
諏
訪
論
に
て
⽛
乞
蚕
綿
作
袈
裟
戒
⽜
の
文
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

19
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
四
〇
巻
（
N
o.1804）
六
九
頁
ａ
。

20

前
掲
諏
訪
論
は
こ
の
部
分
の
典
拠
と
し
て
、⽝
大
般
涅
槃
経
⽞
の
⽛
及
諸
衣

服
憍
奢
耶
衣
珂
貝
皮
革
金
銀
盂
器
、
如
是
等
物
亦
不
応
受
⽜［
及
び
諸
の
衣

服
・
憍
奢
耶
衣
・
珂
貝
・
皮
革
・
金
銀
盂
器
、
是
の
如
き
等
の
物
は
亦
応

受
せ
ず
］（⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
十
二
巻
（
N
o.374）
三
八
六
頁
ａ
）
を

挙
げ
る
。

21
⽛
一
方
⽜（⽝
行
事
鈔
⽞）
と
⽛
一
万
⽜（⽛
遠
忌
伝
⽜）
の
差
が
あ
る
が
、⽛
方
⽜

と
⽛
万
⽜
は
似
た
字
体
で
あ
り
、⽛
遠
忌
伝
⽜
で
意
図
的
に
修
正
さ
れ
た
も

の
か
誤
写
に
よ
る
も
の
か
は
判
断
が
つ
け
ら
れ
な
い
。⽛
遠
忌
伝
⽜
の
方

が
具
体
的
な
数
字
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。

22

道
宣
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
藤
善
眞
澄
⽝
道
宣
伝
の
研
究
⽞（
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

23

以
下
、
鑑
真
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
道
舟
⽛
鑑
真
大
和
上
傳
の
研
究
⽜（⽝
駒

沢
大
学
実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
⽞
⚔
、
駒
澤
大
学
実
践
宗
乗
研
究
会
、
一

九
三
六
年
三
月
）、
石
田
瑞
麿
⽝
日
本
佛
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
⽞（
在

家
仏
教
協
会
、
一
九
六
三
年
）、
安
藤
更
生
⽝
鑑
真
⽞（⽝
人
物
叢
書
⽞、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
）、
東
野
治
之
⽝
鑑
真
⽞（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

九
年
）
を
参
照
し
た
。

24
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
五
〇
巻
（
N
o.2061）
七
九
七
頁
ｂ
。⽝
東
征
伝
⽞
に

も
、於

二
西
京
実
際
寺
一
登
壇
、
受
二
具
足
戒
一
。
荊
州
南
泉
寺
弘
景
律
師
為
二

和
上
一
⽜［
西
京
実
際
寺
に
於
い
て
登
壇
し
、
具
足
戒
を
受
く
。
荊
州
南

泉
寺
弘
景（
＝
恒
景
）律
師
を
和
上
と
為す

］（
大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚑
⚓
、

一
〇
九
頁
）

と
あ
り
、
鑑
真
が
恒
景
か
ら
具
足
戒
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。

25
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
五
〇
巻
（
N
o.2061）
七
九
二
頁
ｂ
。

26

前
掲
書
、
七
九
一
頁
ａ
。

27

大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚐
⚑
⽝
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
⽞
巻
下
（
有
精
堂
出
版

部
、
一
九
三
三
年
）
一
二
三
頁
。
注
23
前
掲
安
藤
書
に
よ
る
と
、⽛
律
抄
⽜

は
道
宣
⽝
行
事
鈔
⽞、⽛
業
疏
⽜
は
道
宣
⽝
四
分
律
刪
繁
補
随
機
羯
磨
疏
⽞、

⽛
軽
重
義
⽜
は
道
宣
⽝
量
処
軽
重
儀
⽞
を
指
す
。

28

前
掲
書
一
二
七
頁
。

29

大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚑
⚓
、
一
一
八
頁
。
注
23
前
掲
石
田
書
に
よ
る
と
、

⽛
疏
⽜
は
法
礪
⽝
四
分
律
疏
⽞、⽛
羯
磨
疏
⽜
は
道
宣
⽝
四
分
律
刪
繁
補
随
機

羯
磨
疏
⽞
を
指
す
。

30
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
五
〇
巻
（
N
o.2061）、
七
三
二
頁
ｂ
。

31

大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚕
⚐
⽝
塵
添
壒
嚢
鈔
⽞（
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
三
三

年
）
四
四
一
頁
。

32

大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚑
⚓
、
一
二
〇
頁
。
注
23
前
掲
大
久
保
・
安
藤
・
東

野
書
、
蔵
中
し
の
ぶ
⽛
聖
徳
太
子
慧
思
托
生
説
と
百
済
弥
勒
寺
⽛
金
製
舎

利
奉
安
記
⽜⽜（⽝
日
本
文
学
⽞
61
（
12
）、
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
一
二
年
）

に
よ
る
と
、⽛
止
観
法
門
⽜
は
⽝
摩
訶
止
観
⽞、⽛
玄
義
⽜
は
⽝
法
華
玄
義
⽞、

⽛
文
句
⽜
は
⽝
法
華
文
句
⽞、⽛
次
第
禅
門
⽜
は
⽝
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
⽞、

⽛
行
法
華
懺
法
⽜
は
⽝
法
華
三
昧
行
法
⽞、⽛
小
止
観
⽜
は
⽝
天
台
小
止
観
⽞、

⽛
六
妙
門
⽜
は
⽝
六
妙
法
門
⽞
を
指
す
。

33

栄
原
永
遠
男
⽛
鑑
真
将
来
経
の
行
方
⽜（⽝
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
⽞
塙
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書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七
年
四
月
）
を
参
照
。

34

大
日
本
仏
教
全
書
⚑
⚑
⚒
⽝
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
⽞
下
二
（
有
精
堂

出
版
部
、
一
九
三
二
年
）
二
二
八
頁
。

35

王
勇
⽝
聖
徳
太
子
時
空
超
越
⽞
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
な
か
ざ
わ

り
さ
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
）


